
松本教会に赴任して４月から３年目に入りました。これま
で司牧してきて、あらためて伝えなければならないと思うこ
とが出てきましたので、ここで述べさせていただきます。
教会は組織です。組織で動いています。教義があり、教会

法があり、制度があって動いています。その組織のメンバー
は、それについての共通理解を必要とし、そうすることによ
って、その組織すなわち教会共同体が一つになって、一つの体となっていきます。ですが、
松本小教区においてはその組織を無視する一部の力があります。無視しているのではないな
ら、分かっていないということかもしれません。
個人、あるいは一部の人たちの中で、自分（たち）の考え、感覚、都合、または好みに

よって組織（教会）を動かそうとするのは教会のありかたではありません。こういう人達が
いることを感じている人が、私以外にもいらっしゃるのかなと思われる一件の電話がありま
した。
教会委員会で決定したある事項について、「誰の指示でそうなったのでしょうか」との問

い合わせがありました。その方の理解は、特定の誰かの指示で松本小教区は動いてきている、
と受け止められているのかなと感じました。
松本教会は横浜教区の小教区です。横浜教区長梅村司教様の指示、指導のもとにキリスト

の教会として歩んでいくのが、横浜教区の小教区のありかたです。そのため、今年は信徒大
会の資料に小教区の目標を提示しました。このことは十数年来赴任した小教区で提示してき
たことです。司教様から権限を与えられて派遣されている主任司祭としては、こうしたこと
をはっきりと示す役割があると理解しているからです。
最初の教会だよりで、「司教様が進めていこうとしているやり方で、司教様が目指してい

るキリストの教会としての実現に向けて、横浜教区の松本小教区としてそれに沿った歩みを
進めていきたい」と述べさせていただきました。そのため、これまでとは違う優先順位で事
が行われることが起きてきます。これまで通りにすべてが進んでいくことを期待しておられ
た人たちにとっては、困惑あるいは不安を覚える人たちもおられることでしょう。また、一
方では、変わっていくことを望んでいる人たちもおられることでしょう。両極の人たちがお
られる状況は、どの小教区にも見られる現実です。
その中で、声の大きい人（たち）だけの意見や意向によって小教区のいろいろなことが決

まっていくのは、教会のありかたではありません。そのため、司教様の代わりに司祭が派遣
されるのです。
司教様から派遣されている私の言動について、気に入らない、あるいは信頼できないと

思っている方がおられるようで、今年になって、私に対する二件の電話が司教館にあったと
のことでした。私にとっては、３０年以上の司祭生活で初めてのことでした。司教様の意向
に反する言動について、司教館に電話するということであれば仕方がありませんが、そうで
はなかったようです。司教館からは「大変ですね。ご苦労様。」とねぎらっていただきまし
た。皆さん、「教会」を正しく理解し、キリストの教会として相応しく歩んでいきましょう。

≪神父のつぶやき≫          
主任司祭 白木信一 

教 会 だ よ り

2024年５月発行 第１４６号

松本カトリック教会
教会委員会
松本市丸の内9-32
TEL 0263-32-0795

1



2

≪教会委員会より≫

➢  教会は葬儀を中心に動いていないので、葬儀日は信者の希望通りになるとは限りません。
  また、いつでも連絡が取れる訳でもありません。ご了承ください。

➢  ミゼリコルデアで出た意見は福祉委員会を、マリア会からの意見は総務委員を通し、
      教会委員会で決定します。また、教会委員会で決まったことは、各委員会のメンバー

(ミゼリコルデア、マリア会等含む)にも伝わるようにします。
➢  マリア会の連絡網は、地区ごとの交わりに活用することも可能です。
➢  各地区の代表を作って地区の意見や男性信徒の意見を聞くことも検討。

➢  5月19日(日) ベトナム語のミサを行う。
➢  6月16日(日) 初聖体。合わせてパーティを実施予定。
➢  聖堂の座席の位置に赤い線で印をつけました。
➢  カトリック新聞の紙バージョンが年内に廃止となります。
➢   4月28日(日)、「聖堂へのエアコン設置について」および「合葬墓新設について」の

説明会が行われました。

教会委員会では、情報伝達に関するアンケートを皆様にお願いすることと
いたしました。
調査用紙等は、皆様のレターケース内及び聖堂内後ろの席にあります。
また、アンケート回収箱を信徒館の玄関内に設置しましたので、6月30日

までに回答をお願いします。

アンケート調査に協力をお願いします
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10時ミサ後の清掃にご協力ください

平日にトイレ掃除を行ってくださっている方々がいらっ
しゃるためか、日曜日10時ミサ後のトイレ掃除はしなく
てよいと勘違いしている方がいらっしゃるようです。
平日のトイレ掃除は定期的なものではありませんので、
日曜日10時ミサ後のトイレ掃除は、今までと同じように
みんなで行いたいと思います。
ご協力よろしくお願いいたします。

トイレ掃除について
最近、いつも同じ方が

お掃除をしてくださっている
  姿を目にします。
みんなの教会です。

    みんなで協力して
 きれいにしていきましょう。
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４月２８日(日)、「聖堂へのエアコン設置」および「合葬墓新設」について
信徒の皆さんへの説明会を行い、委員会で承認されました。
内容は以下の通りです。

以前から「聖堂へエアコンをつけて欲しい」という要望があり、近年、特に昨年の猛暑を鑑
み、エアコン導入に向けて複数の会社に見積もりをお願いしました。委員会で検討した結果、
「でんきのヤマゼン」さんの提案を採用することに決定しました。

・壁掛け型を5台設置（4台を信徒席へ、1台を内陣へ）。
・設置に伴う電気工事、容量アップに伴う電気工事もヤマゼンさんで一括して行う。
・機種と見積金額は以下の通り
（もっと詳しい資料をご覧になりたい方は、お声かけください）
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～抜粋～

近年は共同墓地への埋葬が増えている。し
かし共同墓地増設は建設可能な場所が少な
くなってきており、教区墓地担当から「今
後は合葬墓が必要ではないか」と話があっ
た。そのため、合葬墓を新設し、墓地規則
の変更、金額の見直しを行う事とした。

〇個人使用墓地使用料：１
１区画２０万円、年間管理料２０００円

〇共同墓地使用料：
１０万円/１体）（骨壺で埋葬）

〇合葬墓使用料：
5万円/１体 （複数の方の遺骨と一緒に、

埋葬袋に収めて埋葬）

予算：250万円 2024年10月完成予定
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受洗 おめでとうございます

転入

３月30日の復活徹夜祭にて、
２名の方が受洗されました。

左が藤井きよ美さん
（天の元后聖マリア）
右が牧羽昌彦さん
（聖ラザロ）

どうぞ、よろしくお願いします！

三輪 葉（ミワ ヨウ）さん
（逗子教会より） よろしくお願いいたします。

昨年６月より教会の勉強会に
出席して一年が経過しようとして

いる中、キリストに従って生きることは
勇気と希望が与えられる何物にも代えが
たい宝であり、これからはより強く神を
信じ愛することができるようになりたい
と思っています。

牧羽昌彦

この度洗礼を受けました、
藤井きよ美です。松本市に住み、

以前から息子と教会には伺っておりました
が、息子が神学校に進んだことを機に、共に
神様の子として歩んでいきたいという思いが
強くなり、勉強を続けてきました。これから
も皆様と一緒に歩んでいきたいと思いますの
で、どうぞよろしくお願いいたします。

藤井きよ美

１０月１４日(月・祝)、松本教会を会場に行われます。
実行委員会が組織され活動していますが、信徒のみなさんの協力も必要となります。
よろしくお願いいたします。

横浜教区  一粒会大会
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